
　

徳
島
商
工
会
議
所
は
「
ブ

ラ
ッ
ク
会
議
所
」
だ
っ
た
の

か
。
一
月
二
十
一
日
、
徳
島

労
働
基
準
監
督
署
が
立
ち
入

り
調
査
し
た
。
問
題
は
職
員

の
長
時
間
労
働
。
労
働
契
約

法
抵
触
の
疑
い
だ
。

　

労
基
署
担
当
者
は
経
営

支
援
部
の
課
長
と
係
長
、

若
手
職
員
ら
の
Ｐ
Ｃ
ロ
グ

履
歴
等
を
チ
ェ
ッ
ク
。
職

員
ら
の
労
働
実
態
を
調
査

し
た
。
会
頭
や
専
務
、
部

長
ら
も
今
後
ヒ
ア
リ
ン
グ

対
象
に
な
り
そ
う
だ
。

　

徳
島
商
工
会
議
所
の
職

員
は
二
十
四
人
。
全
員
が

長
時
間
労
働
を
強
い
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

調
査
対
象
に
な
っ
た
職
員

ら
に
仕
事
が
集
中
。
仕
事

に
追
わ
れ
る
職
員
と
ヒ
マ

な
職
員
に
二
極
化
さ

れ
て
い
る
。

　

徳
島
商
工
会
議
所

は
会
員
企
業
の
経
営

相
談
や
労
務
相
談
を

受
け
る
地
域
総
合
経

済
団
体
。
会
員
企
業

の
労
務
な
ど
を
指
導

す
る
会
議
所
が
労
基

署
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受

け
る
と
は
洒
落
に
な

ら
な
い
話
だ
。

　

徳
島
商
工
会
議

所
を
め
ぐ
っ
て
は
、

「
テ
ン
プ
ラ
」

と
呼
ば
れ
る
指
導
件
数

の
水
増
し
疑
惑
も
浮
上

し
て
い
る
。
企
業
の
指

導
件
数
が
多
け
れ
ば
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
も
ら

え
る
と
い
う
補
助
金
制

度
の
悪
用
だ
。

　

会
議
所
の
経
営
指
導

員
は
企
業
を
訪
問
す
る

巡
回
指
導
を
行
っ
て
い

る
が
、
指
導
員
一
人
の

平
均
指
導
件
数
は
令
和

六
年
度
で
一
九
七
回
。

現
実
的
に
実
現
不
可
能

な
数
字
だ
。
水
増
し
疑

惑
が
濃
厚
だ
。

も
し
「
テ
ン
プ
ラ
」
が

事
実
な
ら
、
県
経
済
産

業
政
策
課
は
水
増
し
報

告
で
補
助
金
を
詐
取
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

県
が
会
議
所
に
交
付
す
る
補

助
金
は
年
間
約
一
億
二
千
万

円
。「
テ
ン
プ
ラ
」
の
実
態
調

査
に
乗
り
出
す
べ
き
だ
。

　

一
部
職
員
に
偏
重
す
る

長
時
間
労
働
や
テ
ン
プ
ラ

疑
惑
。
浮
か
び
上
が
る
の

は
業
務
や
労
務
な
ど
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
の
欠
如

だ
。
公
益
性
の
高
い
経
済

団
体
の
組
織
運
営
が
機
動

的
に
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

金
を
稼
が
な
く
て
も
給

料
が
も
ら
え
る
ぬ
る
ま
湯

体
質
に
も
喝
を
入
れ
る
べ

き
だ
。
給
料
の
財
源

は
県
の
補
助
金
。
公

益
性
を
自
覚
し
、
企

業
支
援
の
使
命
感
を

高
め
る
べ
き
だ
。

　
「
専
務
は
県
Ｏ
Ｂ
の

再
就
職
ポ
ス
ト
」
と
い

う
慣
例
も
見
直
す
べ
き

だ
。
企
業
経
営
や
地
域

経
済
活
性
化
に
見
識
や

実
績
を
持
つ
人
材
の
公

募
も
一
策
だ
。
プ
ロ

パ
ー
職
員
の
専
務
登
用

も
検
討
す
べ
き
だ
。

　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能

が
働
か
な
い
徳
島
商
工

会
議
所
。
単
な
る
内
部

運
用
の
問
題
で
な
く
、

公
費
を
用
い
た
経
営
支

援
事
業
の
在
り
方
も
問

わ
れ
て
い
る
。
自
浄
に

向
け
た
動
き
を
速
や
か

に
進
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。

国
庫
負
担
金
を
詐
取
し
て

国
庫
負
担
金
を
詐
取
し
て

い
た
徳
島
市

い
た
徳
島
市

問
題
は
徳
島
市
が
生
活
保
護
者
へ
の

保
護
費
の
払
い
過
ぎ
を
放
置
し
、

厚
労
省
に
報
告
せ
ず
、
厚
労
省
か
ら
余
分

な
負
担
金
を
騙
し
取
っ
て
い
た
と
い
う
こ

と
だ
。
徳
島
市
に
よ
る
公
費
詐
取
疑
惑
だ
。

　

生
活
保
護
者
に
払
い
過
ぎ
た
保
護
費

は
一
年
平
均
で
約
千
三
百
万
円
。
保
護
費

の
財
源
は
四
分
の
三
の
約
一
千
万
円
が

厚
労
省
の
負
担
金
、
四
分
の
一
の
約
三
百

万
円
が
徳
島
市
が
負
担
す
る
市
費
だ
。

保
護
費
の
払
い
過
ぎ
が
判
明
し
た
ら
、
徳
島

市
は
①
徴
収
金
②
返
還
金
③
返
納
金
と
い
う
三

パ
タ
ー
ン
の
名
目
で
払
い
過
ぎ
た
保
護
費
を
保

護
者
か
ら
回
収
す
る
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。

　

徴
収
金
は
不
正
な
手
口
で
保
護
費
を
詐

取
し
て
い
た
時
に
返
す
金
。
返
還
金
は
後

に
生
命
保
険
等
の
資
力
が
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
時
な
ど
に
返
す
金
、
返
納
金
は
生

活
保
護
を
や
め
た
時
な
ど
に
返
す
金
だ
。

　

今
回
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
返
納
金
。

年
度
末
後
に
返
納
金
が
判
明
し
た
ら
、
徳

島
市
は
調
定
と
い
う
事
務
を
行
い
、
保
護

者
に
督
促
状
を
送
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
調
定
を
行
わ
ず
、
放
置
し
て
い
た
。

　

放
置
し
て
い
た
理
由
は
職
員
の
怠
慢
。
面
倒

臭
か
っ
た
か
ら
だ
。
徳
島
市
は
職
員
の
認
識
不

足
や
情
報
共
有
不
足
を
理
由
に
挙
げ
る
が
、
単

な
る
言
い
訳
。
実
態
を
糊
塗
し
て
い
る
だ
け
だ
。

「
理
解
で
き
な
い
」、
百
条
委
員
会
で

「
理
解
で
き
な
い
」、
百
条
委
員
会
で

浮
か
び
上
が
っ
た
無
能
さ
、
遠
藤
市
長

浮
か
び
上
が
っ
た
無
能
さ
、
遠
藤
市
長

市
議
会
百
条
委
員
会
は
幹
部
職
員
の
訊

問
を
行
い
負
担
金
の
過
大
請
求
の
実

態
や
原
因
を
調
査
し
て
い
る
。
一
月
八
日
に

は
遠
藤
市
長
を
証
人
尋
問
。
過
大
請
求
に
関

す
る
市
政
ト
ッ
プ
の
認
識
を
質
し
た
。

遠
藤
市
長
の
答
弁
は
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
っ
た
。

生
活
保
護
費
の
制
度
や
財
源
な
ど
行
政
知
識

の
欠
如
、
物
事
の
基
本
的
な
理
解
力
の
乏
し

さ
を
曝
け
出
し
た
。
肝
心
な
点
は
「
覚
え
て

い
な
い
」
と
答
を
は
ぐ
ら
か
せ
た
。

　

ボ
ロ
ボ
ロ
答
弁
の
一
つ
が
公
文
書
の
認

識
。
徳
島
市
は
「
ケ
ー
ス
記
録
」
と
呼
ば
れ

る
公
文
書
で
保
護
費
の
支
払
い
実
態
等
を
管

理
し
て
い
る
が
、
遠
藤
市
長
は
ケ
ー
ス
記
録

が
公
文
書
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

委
員
か
ら
「
ケ
ー
ス
記
録
は
公
文
書
で
す

か
」
と
問
わ
れ
た
遠
藤
市
長
は
次
の
よ
う
に

答
え
た
。「
私
は
理
解
し
て
お
り
ま
せ
ん
」。

ケ
ー
ス
記
録
の
公
文
書
性
を
理
解
し
て
い
な

い
遠
藤
市
長
。
委
員
ら
は
呆
れ
た
。

　

保
護
費
の
払
い
過
ぎ
を
放
置
し
た
場

合
の
徳
島
市
の
損
害
等
に
つ
い
て
も
チ

ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
だ
っ
た
。
保
護
費
財

源
の
四
分
の
一
は
市
費
。
回
収
で
き
な

け
れ
ば
市
に
損
害
が
発
生
す
る
。

　

委
員
か
ら
「
回
収
で
き
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
は
市
が
損
害
を
与
え
ら
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
よ
。
こ
の
こ
と
は
わ

か
り
ま
す
か
」
と
問
わ
れ
た
遠
藤
市
長

は
次
の
よ
う
に
答
弁
し
た
。

　
「
ち
ょ
っ
と
か
な
り
理
解

で
き
て
い
な
い
部
分
が
あ
っ

て
、
今
す
ぐ
答
え
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
事
務
の
手

続
き
に
つ
い
て
い
く
ら
損
し

て
い
る
か
は
ち
ょ
っ
と
私
に

は
理
解
で
き
な
い
で
す
」。

　

生
活
保
護
者
に
例
え
ば
保
護
費
を
十
二

万
円
払
い
過
ぎ
た
場
合
、
全
額
回
収
で
き

な
け
れ
ば
不
良
債
権
に
な
り
、
四
分
の
三

の
九
万
円
は
厚
労
省
、
四
分
の
一
の
三
万

円
は
徳
島
市
が
損
害
を
被
る
こ
と
に
な
る
。

　

徳
島
市
の
損
害
に
つ
い
て
「
私
に
は
理

解
で
き
な
い
」
と
答
え
た
遠
藤
市
長
。
行

政
知
識
以
前
の
物
事
の
理
解
力
の
乏
し
さ

や
市
に
損
害
が
発
生
す
る
こ
と
へ
の
危
機

感
の
欠
如
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

嘘
っ
ぱ
ち
報
告
書
で
過

嘘
っ
ぱ
ち
報
告
書
で
過

去
の
や
り
方
を
正
当
化
す

去
の
や
り
方
を
正
当
化
す

る
徳
島
市

る
徳
島
市

遠
藤
市
長
は
徳
島
市
が
百
条
委
員
会
に

提
出
し
た
報
告
書
の
デ
タ
ラ
メ
ぶ
り

も
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
報
告
書
は
国

庫
負
担
金
の
請
求
方
法
に
つ
い
て
、
厚
労
省

と
徳
島
市
の
や
り
方
を
表
で
列
記
し
た
。

　

表
を
見
る
と
、
調
定
や
不
納
欠
損
処
理
を

し
て
い
な
い
徳
島
市
の
こ
れ
ま
で
の
や
り
方

で
算
定
し
て
も
、
最
終
的
に
は
厚
労
省
の
や

り
方
で
算
定
し
た
国
庫
負
担
金
対
象
事

業
費
と
合
致
す
る
と
な
っ
て
い
る
。

表
が
意
味
す
る
の
は
過
払
い
が

あ
っ
た
場
合
、
調
定
や
不
納
欠
損
処

理
を
し
な
く
て
も
、
最
終
的
に
厚
労

省
が
面
倒
見
て
く
れ
る
か
ら
徳
島
市

の
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
で
も
何
も
問

題
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

そ
れ
は
嘘
っ
ぱ
ち
の
デ
タ
ラ
メ

だ
。
厚
労
省
に
損
金
と
認
め
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
調
定
や
督
促
状
の

送
付
等
の
債
権
回
収
作
業
を

行
っ
た
が
、
ど
う
し
て
も
回

収
で
き
ず
不
良
債
権
に
な
っ

た
と
い
う
前
提
が
必
要
だ
。

徳
島
市
は
こ
れ
ま
で
過
払

い
の
返
納
金
に
つ
い
て
、
調

定
や
債
権
回
収
作
業
を
全
く
行
っ

て
い
な
い
。
前
提
条
件
が
抜
け
落
ち

て
い
る
か
ら
、
厚
労
省
が
損
金
と
し

て
面
倒
見
て
く
れ
る
は
ず
が
な
い
。

遠
藤
市
長
は
百
条
委
員
会
で
、
委
員
か

ら
「
調
定
せ
ん
だ
っ
て
、
今
ま
で
通
り
や
っ

て
い
た
ら
、
一
致
す
る
ん
や
ね
」
と
質
問

さ
れ
、「
一
致
す
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」

と
答
え
た
が
、
そ
れ
は
虚
偽
答
弁
だ
。

　
「
徳
島
市
が
厚
労
省
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

通
り
や
っ
て
い
た
ら
金
額
は
一
致
し
ま

す
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
指
示
さ
れ
た
調

定
や
不
納
欠
損
処
理
を
や
っ
て
い

な
い
の
で
、
金
額
は
一
致
し
ま
せ

ん
」
と
答
え
る
べ
き
だ
っ
た
。

嘘
っ
ぱ
ち
報
告
書
を
振
り
か
ざ
し

「
徳
島
市
の
や
り
方
で
も
結
果
的
に
一

致
す
る
」
と
誤
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
打

ち
出
し
た
徳
島
市
。
作
成
し
た
青
木

健
康
福
祉
部
長
も
本
紙
取
材
に
「
合

う
わ
け
な
い
」
と
答
え
て
い
た
。

「
調
定
し
て
な
い
ん
で
す
。

こ
れ
が
徳
島
市
の
現
状
な
ん

で
す
。
合
う
合
わ
ん
は
、
調

定
あ
げ
て
な
い
か
ら
、
合
う

わ
け
が
な
い
。
要
は
合
う
だ

ろ
う
と
考
え
た
職
員
が
い
る
ん
で

す
」（
令
和
七
年
八
月
二
十
七
日
）。

　

少
し
考
え
た
だ
け
で
「
法
的
に
も
倫
理

的
に
も
問
題
が
あ
る
」
と
わ
か
る
嘘
っ
ぱ

ち
報
告
書
を
信
じ
込
ん
で
し
ま
っ
た
の

が
、
遠
藤
市
長
や
都
築
政
務
監
の
理
解
力

や
認
識
力
の
な
さ
と
指
摘
で
き
そ
う
だ
。

「
理
解
し
、
認
識
す
る
能
力
が
な

「
理
解
し
、
認
識
す
る
能
力
が
な

い
」、
課
長
か
ら
ダ
メ
出
し
さ
れ

い
」、
課
長
か
ら
ダ
メ
出
し
さ
れ

た
遠
藤
市
長

た
遠
藤
市
長

百
条
委
員
会
で
行
政
知
識
の
欠
如
や

理
解
力
の
乏
し
さ
を
曝
け
出
し
た

遠
藤
市
長
。
過
大
請
求
を
内
部
告
発
し

た
森
本
生
活
福
祉
第
二
課
長
も
二
月
二

日
の
百
条
委
員
会
で
遠
藤
市
長
の
理
解

力
の
な
さ
を
問
題
視
し
た
。

「
市
長
と
政
務
監
の
お
二
人
に
共
通
す

る
問
題
点
は
、
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、

認
識
す
る
能
力
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
市
政
の
問
題
を
正
し
く
理
解

し
、
認
識
で
き
な
い
方
が
市
民

の
生
命
や
財
産
を
守
り
抜
く
た

め
に
正
し
い
判
断
を
下
せ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
が
現
市
政
の

最
大
の
弱
点
で
あ
り
、
問
題
点
で

あ
る
と
指
摘
さ
せ
て
頂
き
ま
す
」。

改
築
計
画
が
進
ま
な
い
徳
島
中
央
卸
売
市
場
。
一
月
仕
事
始
め
で
市
場
関
係
者
が
「
早
く
改
築
計
画
進
め
て
く
だ
さ
い
」
と
遠
藤
市
長
に
直
訴
。
市
長
は
「
現
地
建
て
替
え
も
一
案
だ
が
、
代
替
え
地
が
は
っ
き
り
し
な
い
」
と
曖
昧
答
弁
。
関
係
者
か
ら
「
先
が
思
い
や
ら
れ
る
」。

徳
島
県
か
ら
委
託
を
受
け
て
県
産
品
の
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
国
内
外
で
行
う
（
公
社
）
徳
島
県
産
業
国
際
化
支
援
機
構
（
地
域
商
社
）。
令
和
七
年
度
の
県
か
ら
の
委
託
金
総
額
は
約
二
億
二
千
万
円
。
一
部
は(

有)

東
海
運
、
㈱
Ｅ
ｎ
ｊ
ｉ
ｎ　

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
な
ど
に
再
委
託
。
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神
戸
市
の
日
台
交
流
イ
ベ

ン
ト
で
出
会
っ
た
街
角
美
女
。

華
や
か
な
存
在
感
で
人
目
を

引
い
て
い
た
。
話
を
聞
く
と
、

神
戸
市
議
。
名
前
は
浅
井
み

か
さ
ん
。
灘
区
選
出
で
現
在

一
期
目
。
自
民
党
員
だ
。

子
育
て
中
の
マ
マ
さ
ん

市
議
。「
神
戸
で
全
国
Ｎ
Ｏ
．

１
の
子
育
て
や
出
産
支
援
を

実
現
し
た
い
ん
で
す
」
と

ニ
ッ
コ
リ
。
日
台
の
友
好
親

善
な
ど
国
際
交
流
に
も
関
心

が
高
い
。
神
戸
の
成
長
戦
略

を
熱
く
語
る
才
媛
だ
。

№160

県
民
に
失
望
感
、
二
年
半
過

ぎ
た
後
藤
田
県
政

就
任
後
二
年
半
が
過
ぎ
た
後
藤
田

知
事
。
知
事
選
で
六
十
五
項
目

の
成
長
戦
略
を
打
ち
出
し
た
が
、
実

現
し
た
の
は
ご
く
わ
ず
か
。「
口
八
丁

の
大
風
呂
敷
だ
っ
た
の
か
」
と
県
民

に
失
望
感
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

政
策
展
開
も
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り

感
が
付
き
纏
う
。
一
例
が
ア
ス
テ
ィ
徳

島
。就
任
直
後
、改
修
の
可
能
性
を
探
っ

た
が
、
断
念
。
新
ホ
ー
ル
が
足
踏
み
す

る
と
、
改
修
構
想
が
再
浮
上
し
た
。

新
ホ
ー
ル
で
は
与
党
県
議
や
県
幹

部
が
振
り
回
さ
れ
た
。

工
事
費
の
四
十
億
円

増
額
で
ま
と
ま
り
か

け
て
い
た
が
、
知
事

が
記
者
会
見
で
「
予

算
、
工
期
、
仕
様
は

変
え
な
い
」
と
明
言
。

オ
ジ
ャ
ン
に
な
っ
た
。

　

あ
す
た
む
ら
ん
ど
の

見
直
し
で
は
、
入
庁
予

定
者
内
定
式
で
「
キ
ッ

ザ
ニ
ア
に
似
た
テ
ー
マ

パ
ー
ク
に
」と
発
言
。「
そ

ん
な
話
、
ま
っ
た
く
聞

い
て
い
な
い
」
と
関
連

部
局
を
慌
て
さ
せ
た
。

　

外
部
人
材
も
現
れ
て

は
消
え
た
。
徳
島
新
未

来
創
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
任
命
さ
れ
た
元
豊
田

通
商
の
大
場
氏
は
約
一

年
で
辞
任
。
阿
波
と
く

し
ま
観
光
大
使
を
委

嘱
し
た
ダ
ン
サ
ー
の

ケ
ン
ト
・
モ
リ
は
姿

を
見
せ
な
く
な
っ
た
。

職
員
に
対
す
る
求

心
力
も
低
下
す
る
一
方
だ
。
職
員
へ
の

指
示
が
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
り
、「
朝
令
暮
改

な
ら
ぬ
朝
令
昼
改
だ
。
振
り
回
さ
れ

る
ば
か
り
。
や
っ
て
ら
れ
な
い
」
と
士

気
低
下
を
招
い
て
い
る
。

腹
心
の
村
上
副
知
事
も
愛
想

尽
か
し
？

気
儘
な
県
政
運
営
に
腹
心
幹
部

も
匙
を
投
げ
始
め
て
い
る
。

一
例
が
内
閣
府
か
ら
出
向
中
の
村
上

副
知
事
。
知
事
が
内
閣
府
副
大
臣
時

代
の
秘
書
官
で
、
知
事
が
副
知
事
に

一
本
釣
り
し
た
中
央
官
僚
だ
。

マ
チ
★
ア
ソ
ビ
や
新
ホ
ー
ル
、

バ
ッ
テ
リ
ー
バ
レ
イ
な
ど
を
担
当
。

知
事
を
支
え
た
が
、
知
事
の
行
政

ス
タ
イ
ル
に
愛
想
を
尽
か
し
た
の

か
、
古
巣
の
内
閣
府
に
戻
る
よ
う

だ
。
時
期
は
七
月
か
三
月
だ
。

愛
想
尽
か
し
の
決
め
手
は
バ
ッ
テ

リ
ー
バ
レ
イ
と
言
わ
れ
る
。
企
業
誘

致
を
め
ぐ
り
、
知
事
と
村
上
副
知
事

と
の
間
で
不
協
和
音
が
生
じ
た
の
で

は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

村
上
副
知
事
の
後
任
に
は
総
務
省
か

ら
出
向
中
の
上
田
政
策
監
の
名
前
が
上

が
る
が
、
人
望
が
な
く
、
県
議
間
か
ら

は
「
副
知
事
の
人
事
議
案
が
出
て
き
て

も
同
意
し
な
い
」
と
の
声
が
上
が
る
。

目
糞
鼻
糞
を
笑
う
、
抑
止
機

能
欠
如
の
志
田
副
知
事

県
職
員
上
が
り
の
志
田
副
知
事
も
副

知
事
に
求
め
ら
れ
る
抑
止
機
能
を

発
揮
で
き
て
い
な
い
。
知
事
に
苦
言
を
呈

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、「
た
だ
横
に
い
る
だ

け
の
副
知
事
」
に
成
り
下
が
っ
て
い
る
。

　

一
例
が
知
事
の
市
町
村
軽
視
。
市
制
や

町
制
施
行
の
記
念
式
典
よ
り
民
間
イ
ベ

ン
ト
や
外
遊
を
優
先
。「
市
町
村
の
こ
と

は
ど
う
で
も
い
い
の
か
」
と
市
町
村
関
係

者
間
に
疑
心
暗
鬼
が
広
が
っ
て
い
る
。

本
来
な
ら
志
田
副
知
事
が
「
市
町
村
の

記
念
式
典
を
優
先
す
べ
き
で
す
」
と
箴
言

す
べ
き
だ
が
、
心
中
は
計
り
知
れ
な
い
が
、

物
言
え
ば
唇
寒
し
か
、
代
理
出
席
を
数
多

く
こ
な
し
、「
知
事
挨
拶
代
読
の
儀
典
副
知

事
か
」
と
揶
揄
さ
れ
る
有
り
様
だ
。

　

そ
も
そ
も
志
田
氏
は
副
知
事
の
器
で

は
な
か
っ
た
。
飯
泉
県
政
で
は
反
飯
泉

グ
ル
ー
プ
と
目
さ
れ
た
。
当
時
の
飯
泉

知
事
か
ら
は
疎
ま
れ
、
出
先
機
関
や
生

協
に
派
遣
さ
れ
る
な
ど
、
冷
遇
さ
れ
た
。

飯
泉
知
事
（
当
時
）
と
疎
遠
だ
っ
た
志

田
氏
だ
が
、
県
議
会
最
大
会
派
自
民
党
の

重
鎮
県
議
の
子
飼
い
だ
っ
た
。
本
会
議

質
問
の
原
稿
を
代
筆
す
る
な
ど
、
ブ
レ
ー

ン
と
し
て
重
鎮
県
議
に
重
用
さ
れ
た
。

副
知
事
は
当
初
、
別
の
県
Ｏ
Ｂ
の
名

前
が
挙
が
っ
た
が
、
固
辞
。
人
選
を
一

任
さ
れ
た
重
鎮
県
議
が
志
田
氏
を
推
薦
。

後
藤
田
知
事
も
了
承
し
た
。
知
事
自
ら

が
人
選
し
た
副
知
事
で
は
な
か
っ
た
。

　
「
議
会
対
策
副
知
事
」。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
な
く
、
自
分
の
意
見
を
持
た
な
い
志
田
氏

が
副
知
事
に
抜
擢
さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
。

当
初
か
ら
抑
止
機
能
な
ど
期
待
さ
れ
て
い
な

い
目
糞
鼻
糞
を
笑
う
副
知
事
選
任
だ
っ
た
。

結
果
が
す
べ
て
、
実
現
で
き
る

か
知
事
選
公
約

二二
年
半
が
過
ぎ
た
後
藤
田
県
政
。

知
事
は
衆
院
議
員
八
期
の
実

績
を
引
っ
提
げ
て
県
政
改
革
に
乗
り

出
し
た
が
、
見
る
べ
き
成
果
が
乏
し

く
、
朝
令
昼
改
に
振
り
回
さ
れ
る
職

員
に
は
徒
労
感
が
漂
っ
て
い
る
。

　

県
職
員
か
ら
は
「
予
算
配
分
も
行
き

当
た
り
ば
っ
た
り
。
中
長
期
的
な
視
点

に
立
っ
た
施
策
展
開
が
出
来
て
い
な

い
。
組
織
も
ガ
タ
ガ
タ
だ
」
と
県
庁
の

行
く
末
を
不
安
視
す
る
声
が
上
が
る
。

　

五
期
二
十
年
の
飯
泉
県
政
の
改
革

を
訴
え
、
颯
爽
と
県
庁
に
乗
り
込
ん

だ
後
藤
田
知
事
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の

県
政
運
営
で
浮
か
び
上
が
る
の
は
、

人
心
を
掌
握
し
組
織
を
ま
と
め
上
げ

る
ガ
バ
ナ
ン
ス
能
力
の
欠
如
だ
。

衆
院
議
員
時
代
に
秘
書
が
コ
ロ
コ

ロ
と
代
わ
っ
た
後
藤
田
知
事
。
辞
め

た
秘
書
た
ち
が
異
口
同
音
に
語
っ

た
の
が
、「
後
藤
田
氏
に
は
心
を
打

つ
も
の
が
な
い
」
と
い
う
突
き
放
し

た
言
葉
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

日
本
列
島
を
改
造
し
た
歴
史
に
残
る

宰
相
、
田
中
角
栄
氏
は
リ
ー
ダ
ー
に

求
め
ら
れ
る
の
は
構
想
力
、
決
断
力
、

実
行
力
、
人
間
力
と
い
う
四
つ
の
資

質
を
併
せ
持
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。

県
政
改
革
に
取
り
組
む
後
藤
田
知

事
。
記
者
会
見
で
は
「
頑
張
っ
て
る

感
」
を
演
出
す
る
が
、
問
題
は
結
果
。

結
果
が
で
な
け
れ
ば
、
口
八
丁
の
「
見

掛
け
倒
し
知
事
」
に
堕
す
る
だ
け
だ
。

　
　
　
　
「
大
風
呂
敷
」
と
「
口
八
丁
」
の
化
け
の
皮
が
剥
げ
、
県
民
間
に
失
望
感
が
広
が
る
後
藤
田
知
事
。
県
庁
内
で

も
「
朝
令
昼
改
」
の
気
儘
采
配
に
職
員
の
離
反
が
相
次
い
で
い
る
。
象
徴
事
例
が
村
上
副
知
事
。
早
け
れ
ば
今

年
三
月
に
古
巣
の
内
閣
府
へ
の
カ
ム
バ
ッ
ク
説
が
囁
か
れ
て
い
る
。
後
藤
田
知
事
が
見
限
っ
た
の
か
。
村
上
副

知
事
が
愛
想
を
尽
か
し
た
の
か
。
後
藤
田
知
事
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
人
間
力
を
問
う
声
も
。

　

有
馬
温
泉
で
知
ら
れ
る

兵
庫
県
北
区
。
政
治
の
世
界

で
は
「
母
娘
市
議
」
が
話
題

を
呼
ん
で
い
る
。
母
は
植

中
（
う
え
な
か
）
雅
子
市
議
。

現
在
三
期
目
。
娘
は
植
中

美
貴
子
市
議
。
現
在
一
期

目
。
二
人
と
も
自
民
党
だ
。

　
「
同
じ
選
挙
区
に
な
ぜ
母

と
娘
の
市
議
が
？
」。
疑
問

へ
の
答
は
シ
ン
プ
ル
。
娘
の

美
貴
子
さ
ん
が
昨
年
十
月
の

市
議
補
選
に
出
馬
。
ト
ッ
プ

当
選
し
た
。
支
持
基
盤
は
当

然
母
親
の
支
援
者
た
ち
だ
。

　
「
母
娘
市
議
」
は
各
種
式

典
に
来
賓
招
待
さ
れ
、
注
目

さ
れ
て
い
る
。
一
月
ニ
十

二
日
の
兵
庫
日
台
親
善
協

会
の
懇
親
会
で
も
、「
市
議

で
す
。
母
で
す
」「
市
議
で

す
。
娘
で
す
」と
自
己
紹
介
。

出
席
者
を
驚
か
せ
た
。

　
「
母
と
娘
が
同
じ
選
挙
区

で
市
議
を
や
っ
て
い
る
と
紹

介
さ
れ
、『
選
挙
で
戦
っ
た

の
か
』
と
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
娘
さ
ん
が
補
選
当
選
と

い
う
事
情
を
聞
い
て
納
得
し

ま
し
た
が
」（
出
席
者
）。

　

来
賓
招
待
さ
れ
た
阿
波
市

の
町
田
市
長
も
挨
拶
で
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
国
会
議
員
連
合

日
本
代
表
の
山
口
衆
院
議
員

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
た

後
、「
母
子
市
議
」
と
神
戸
、

阿
波
の
観
光
戦
略
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
た
。

二
馬
力
で
市
議
活
動
を

展
開
す
る
「
母
娘
市
議
」。

母
は
社
会
福
祉
法
人
理
事

長
で
、「
地
域
の
声
を
力
に
」

と
ア
ピ
ー
ル
。
娘
は

元
司
会
業
で
、「
た
く

ま
し
く
強
い
神
戸
を
」

と
訴
え
る
。

　

初
心
者
マ
ー
ク
の
娘
が

母
の
背
中
を
見
て
市
議
修

行
を
行
う
「
母
娘
市
議
」

だ
が
、
実
は
父
親
も
市
議

だ
っ
た
。
植
中
進
氏
。
市

議
七
期
、
議
長
経
験
の
あ

る
重
鎮
市
議
だ
っ
た
が
、

六
十
九
歳
で
急
逝
し
た
。

　

夫
の
政
治
地
盤
を
引

き
継
い
だ
の
が
妻
の
雅

子
氏
。
初
陣
の
補
選
は

「
夫
の
地
盤
が
あ
る
と

慢
心
し
、
油
断
し
た
」
と

落
選
し
た
が
、
平
成
二
十

七
年
市
議
選
で
初
当
選
。

以
来
、
精
力
的
な
市
議
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

　

二
年
前
に
区
制
五
十
周

年
を
迎
え
た
神
戸
市
北
区
。

有
馬
温
泉
と
い
う
観
光
拠

点
が
あ
る
が
、
神
戸
九
区

の
中
で
最
大
の
面
積
を
持

ち
、
高
齢
化
や
人
口
減
少

な
ど
郊
外
エ
リ
ア
共
通
の

課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　

地
元
北
区
の
活
性
化
に

取
り
組
む
「
母
娘
市
議
」

だ
が
、
母
は
今
期
限
り
で

勇
退
す
る
。夫
か
ら
妻
へ
、

母
か
ら
娘
へ
の
世
襲
批

判
を
跳
ね
返
す
た
め
に

も
、
娘
の
市
議
活
動
の

実
績
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

遠
藤
市
長
は
問
題
の
本
質
を
理
解
し
て
い
る
の
か
。
生
活
保
護
費
国
庫
負
担
金
を

め
ぐ
る
徳
島
市
の
過
大
請
求
問
題
だ
。
市
議
会
百
条
委
員
会
で
訊
問
さ
れ
た
が
、「
ボ

ロ
ボ
ロ
答
弁
」
の
連
発
。
行
政
知
識
と
危
機
感
の
欠
如
、
物
事
の
理
解
力
の
乏
し
さ

を
曝
け
出
し
た
。
あ
ま
り
の
お
粗
末
ぶ
り
に
、
市
議
か
ら
は
「
き
ち
ん
と
理
解
で
き

て
い
な
い
の
で
、
偽
証
す
ら
問
え
な
い
」、
職
員
か
ら
は
「
問
題
を
正
し
く
認
識
し

て
い
な
い
方
が
、
市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
の
正
し
い
判
断
を
下
せ
る
の
か
」

と
の
声
が
上
が
る
。
市
政
ト
ッ
プ
の
資
質
が
問
わ
れ
る
遠
藤
市
長
。
新
入
職
員
研
修

に
参
加
し
、
市
政
の
イ
ロ
ハ
を
勉
強
す
べ
き
だ
。

植中雅子市議 植中美貴子市議

‼

村上副知事
志田副知事 上田政策監


